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精神保健福祉士〈ＰＳＷ〉のあゆみかた
～たのしみはつながりの中に、つながりはかかわりの中に～

開催日

会 場

大会プログラム

あわぎんホール（徳島県郷土文化会館）
※ハイブリッド形式（会場参加＋オンライン参加）

2023年 11月 25日土・26日日

〒770-0835　徳島県徳島市藍場町２丁目 14番地

11月 25日

基 調 講 演 『精神保健福祉士〈ＰＳＷ〉のあゆみかた』

　　　　　　相川 章子先生（聖学院大学心理福祉学部教授〉

シンポジウム『世代をこえて ＰＳＷのあゆみを紐解く』

　　　　　　宮武 瑞希氏（林道倫精神科神経科病院／岡山県）

　　　　　　青木 美紀氏（すおうメンタルクリニック／鳥取県）

　　　　　　山本 真里氏（医療法人つくし会南国病院／高知県）

11月 26日

分科会１　『地域移行支援　いってみよう☆やってみよう☆』

分科会２　『小さなアクション 大きな未来
　　　　　 ～えっ？まさかそんなこともソーシャルアクション！～』

分科会３　『若手ＰＳＷよ、大志を抱け！』

分科会４　『つながろう！‼～“LIFE”を変えた それぞれのWRAP～』

市民公開企画　映画上映
　　　　　　　『夜明け前～呉秀三と無名の精神障害者の 100 年～』

第 38回中四国精神保健福祉士大会徳島大会実行委員会
徳島県精神保健福祉士協会主 催
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　第38回中四国精神保健福祉士大会徳島大会の開催にあたり、主催者を代表してごあいさつ申し上げます。

　今大会は、対面とオンラインによるハイブリッド形式での開催といたします。岡山大会以来 3 大会ぶりの

対面、そしてコロナ禍において発展したオンラインの両方のメリットを活かした大会を目指していますの

で、多くの方にご参加いただきやすいのではないかと考えております。また、一部のプログラムについては、

後日オンデマンド配信を予定しております。

　コロナ禍において、感染症予防という名の下に私たちの生活もソーシャルワークさえも変容を余儀なく

され、たくさんの制限を受け、多大なる影響を受けました。その中で、かかわることが何ものにも代えが

たく必要であるということや、つながることがかけがえのない重要なものであるということを、私たちは

身をもって体感しました。そして、どんな障壁にも歩みを止めず、真摯に向き合い続けることが、私たち

精神保健福祉士としてのあゆみであることを改めて認識しました。

　そこで大会のテーマは「精神保健福祉士〈PSW〉のあゆみ方～たのしみはつながりの中に、つながりは

かかわりの中に～」としました。

　精神保健福祉士としての私たちは、PSW として歩んできましたが、今や MHSW と名称を変更するほどに

実践の場を拡げています。〈PSW〉としての私たちのあゆみは、領域や時代、個々の精神保健福祉士によっ

てそれぞれです。それでも私たちは、かかわり、つながることでしか得られない〈PSW〉としてのたのし

みをこの大会を通してみなさまと共有し、新たなあゆみへとつながる機会となりますことを願っています。

　それでは、徳島の地で、みなさまにご参加いただけるべく大会準備を進めている実行委員とともに、ご

参加を心よりお待ちしております。

　　　　　　　　　　　　　　　　第 38 回中四国精神保健福祉士大会 徳島大会　大会長　小谷　尚子

大会長挨拶

　中四国の地で精神保健福祉士大会は、綿々と受け継がれ、今回で 38 回目を迎えます。それは、コロナ

禍において、日々の暮らしを制限せざるを得ないなかでも、変わりなく開催され、ソーシャルワークの実

践を深めてきました。

　徳島でも中四国精神保健福祉士大会を通して、私たちはどのような状況にあっても、〈PSW〉としてあ

ゆみ続けていくことの必要性を「かかわり」、そして「つながり」を通して実感できる機会としたいと思

います。

大会趣旨



　基調講演「精神保健福祉士〈PSW〉のあゆみ方」

　　講師　　　　　相川 章子 先生（聖学院大学 心理福祉学部 教授）

　本講演は、主にピアサポートやリカバリーについて専門に講演や研究をなさっている相

川章子氏に登壇していただきます。講師の精神保健福祉士としてのあゆみについて講演し

ていただき、講師があゆみ続ける原動力は何なのか、また、あゆみの中で感じる精神保健

福祉士としての「たのしみ」や「つながり」「かかわり」についても示していただきます。

講師のあゆみの中から、我々精神保健福祉士は何を受け取り、何をつなげる必要があるの

かを感じ、受け止めてほしいと考えています。

受付開始

開会式

休憩

懇親会　受付

懇親会

　「若手」「中堅」「ベテラン」の各年代からご登壇いただき、それぞれの活動や取り巻く

環境についてお話をいただきます。3名の「今」や「あの頃」、「これから」の中に、みな

さま自身にとっても「あ、一緒だ！」と共感できる何かが必ず見つかるのではないでしょ

うか。年代や地域が違ったとしても、変わりゆくものがあったとしても、「変わらない、

変わってはいけないもの」を一緒に再確認し、大切な「想い」を共有できる、そんな時間

にしたいと考えています。
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11月 25日 ( 土 )

　　　　　　　　　　　　　　宮武 瑞希氏（林道倫精神科神経科病院／岡山県）

　　　　　　　　　　　　　　青木 美紀氏（すおうメンタルクリニック／鳥取県）

　　　　　　　　　　　　　　山本 真里氏（医療法人つくし会南国病院／高知県）

中四国連絡会

会場：ザ・グランドパレス徳島４階オークルーム

シンポジスト

講評　　　　　　　相川 章子氏 ( 聖学院大学心理福祉学部教授／東京都 )

進行　　　　　　　黒下 良一氏 ( 第一病院／徳島県 )

シンポジウム「世代をこえて ＰＳＷのあゆみを紐解く」
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11月 26日 ( 日 )

分科会① ハイブリッド「地域移行　いってみよう☆やってみよう☆」

■私たちが出会う方々が地域で暮らす喜び・豊かさを感じられるために、明日からできる

ことを共に考えてみませんか？

　この分科会は、地域移行支援がもっと身近でもっと楽しく取り組めるきっかけとなるこ

とを目指しています。当日は、医療・福祉分野で活躍されている私たちの仲間が登壇、そ

れぞれの立場で地域移行に対する思いや取り組みを共有して頂いた後、参加された皆様が

悩みや希望など自由に話せる機会を設ける予定です。

■あなたはいつソーシャルアクションを行いましたか？地域や行政を動かすことだけがソー

シャルアクションであると考えると「難しいこと」だと感じませんか。もし、日常業務の中

ですでに行っていた事や、出来そうだと感じる事が、実はソーシャルアクションだと気づけば、

ソーシャルアクションがもっと身近に感じることが出来ると思います。

　このテーマではソーシャルアクションの「気づき」に着目し、小さな波（アクション）が、

やがて鳴門渦（未来）に繋がる機会にしたいと考えております。

分科会② 対面「小さなアクション、大きな未来
　　　　　～えっ？まさかこんなこともソーシャルアクション！～」

■コロナ禍であったここ数年、オンライン上での研修や会員同士の交流が殆どだったと思

います。今年は 3年ぶりの現地開催であり、本分科会では名刺交換やグループワークを通

して、語らい、考え、次世代を担っていく PSWとして「大志」を抱く時間にしたいと考え

ています。肩ひじ張らずのんびり、和気あいあいとした雰囲気の中、明日からの活力につ

ながる場にできたらと思っています。

■参加対象は、1年目～ 6年目の若手 PSW（有資格）です。

■名刺交換やパンフレット紹介を予定している為、参加される方は名刺、各事業所のパン

フレット等をご持参ください。

分科会③ 対面「若手ＰＳＷよ、大志を抱け！」

開場

登壇者　　岡　陽子氏 ( 山口県立こころの医療センター／山口県 )

　　　　　受川 名央美氏（医療法人十全会自立訓練事業所 国領荘／愛媛県）

　　　　　三原 裕美子氏 ( 社会福祉法人凌雲福祉会 障がい者生活支援センター凌雲／徳島県 )

原田 葉子氏 ( 株式会社ダイキ　地域生活支援センターふれあい／広島県 )

竹井 美希氏 ( 医療法人社団光風会　三光病院／香川県 )

河野 竜也氏 ( 社会福祉法人小渦会　鳴門シーガル病院／徳島県 )

登檀者



閉会式

市民公開企画　受付開始
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１．開　催　形　式：ハイブリッド形式（会場参加＋オンライン（ZOOM））

　　　　　　　　　　※２日目の分科会について、分科会ごとに開催形式が異なっています。

２．参　加　対　象：精神保健福祉士もしくは、関連領域の専門職

　　　　　　　　　　精神保健福祉士養成課程で学ばれている学生

３．参　加　費　用：会員６,０００円、非会員７,０００円、学生２,０００円、懇親会費６,０００円

　　　　　　　　　　※会員とは「都道府県精神保健福祉士協会会員」もしくは「（公社）日本精神

　　　　　　　　　　保健福祉士協会構成員」を指します。

４．申　込　方　法：お申し込みは大会特設ホームページの「参加申込」

　　　　　　　　　　 https://tokushimapsw.wixsite.com/tyuushikoku2023

　　　　　　　　　　もしくは右QRコードよりお申し込み下さい。

　　　　　　　　　　Select type メールフォームからのお申し込みとなります。

　　　　　　　　　　２０２３年９月４日（月）より申し込み受付を開始いたします。

　　　　　　　　　　申し込み〆切　11 月４日（土）

５．分科会について：２日目の分科会はご希望の分科会を入力して下さい。

　　　　　　　　　　（希望者多数の場合、調整をさせていただくことがございます。あらかじめご了承下さい。）

６．懇親会について：懇親会参加を申し込まれる方は、大会の「参加申込」の際にご入力下さい。

　　　　　　　　　　懇親会のオンライン参加は無く、会場参加のみとなります。

■参加条件：ありません。初心者～経験者、どなたでも大歓迎です！

■WRAP（元気回復行動プラン）の概要説明とグループワークの後に、WRAP ファシリテー

タ―として活躍されている方をお迎えし、それぞれの立場や視点から、自身のメンタルヘ

ルスや生活の質の向上、業務や暮らしの中の変化を、事例を交えてお話しいただきます。

　WRAP 経験者だけでなく初めての方も楽しみながら学べる回です。コロナ禍で止まって

いた『繋がり』を再開しましょう。自己発見と豊かなメンタルヘルスへの第一歩。ご参加

をお待ちしています！

［申込方法］

分科会④ オンライン「つながろう！‼
　　　　　　　　　　～“ＬＩＦＥ”を変えた　それぞれのＷＲＡＰ～」

精神科医である呉秀三が「精神病者私宅監置ノ実況」論文発表１００年を記念し、日本

精神衛生会ときょうされんが共同で制作したドキュメンタリー映画を、大会終了後、ハ

イブリッド上映いたします。これまでに見逃してしまった方も、既に見たことがある方も、

この機会に視聴されませんか？そしてこれからの、私たち精神保健福祉士（ＰＳＷ）の

あゆみかたを考える１時間にしましょう。

市民公開企画　映画上映　ハイブリッド

　　『夜明け前～呉秀三と無名の精神障害者の 100 年～』

安藤 里恵子氏 ( 一般社団法人りぐらっぷ高知／高知県 )

原 敬氏 ( 社会医療法人清和会／島根県 )

うさぎちゃん (ＷＲＡＰファシリテーター／徳島県 )

登檀者



1、メール設定について

　 お申込み完了後、事務局より受付完了のメールや ZOOMウェビナー、ミーティングについての案内

　 ( オンライン参加の方のみ )、事務局からのお知らせなどを送信いたします。　　　　　　　　　　

　 toku.psw.tyuush ikoku@gmai l .com からのメールが受信できるように設定をお願いします。

2、支払方法のご案内

　 お申込完了後に、事務局よりメールにて参加費の支払方法をご連絡いたしますので、メールに記載

　　されている期限までにお支払いください。

3、大会参加までの流れ

　 ① 会場参加の場合

　 お申込・参加費の支払い完了後、参加証・各種資料をメールでお送りいたしますので各自でダウンロー

　ドをお願いします。資料の印刷が必要な方は各自ご準備下さい。参加証については、当日までに各自

　 印刷をしてご持参いただくか、データを保存していただき当日提示いただきますようお願いします。

　 ② オンライン参加の場合

　 お申込・参加費の支払い完了後、ご指定いただいているメールアドレスにオンライン参加用の案内

　 をお送りいたします。

4、注意事項

　 ① オンライン参加の方は必要な機器・環境は各自でご準備下さい。

　 ・パソコン、スマートフォン、タブレット端末など。※パソコンでの参加推奨

　 ・イヤホン、マイク、ＷＥＢカメラ。※ご使用になる機器に付属していない場合はご準備ください。

　 ・インターネット環境 ( 通信料は各自ご負担ください )

　 ② 大会参加する際のルール

　 ・オンライン参加の場合、複数人での参加はできません。

　 　お申込者本人のみが参加・視聴いただけます。

　 ・本大会の録音・録画・スクリーンショットなどは禁止といたします。

　 ③ 変更・キャンセルについて　

　 ・変更やキャンセルが発生した場合は必ず大会事務局までご連絡ください。

　 ・キャンセルの場合、参加費を支払い済みの方については返金致しかねますので、あらかじめご了承

　 　ください。（後日、参加申込者限定でオンデマンド配信を予定しております）

　 ④ 宿泊について

　 ・本大会では、宿泊先の仲介はしておりません。宿泊が必要な方は、各自ご準備くださいますようお

　　願いします。

　 ⑤ 手荷物預かりについて

　 ・会場にはクロークはご用意しておりません。手荷物は各自で管理をお願いします。

　 ⑥ 参加時の配慮が必要な方について

　 ・大会参加の際に何か配慮が必要な方は、お申込の際に事前にお申し出ください。

5、個人情報保護について

　・お預かりした個人情報は本大会のみに使用させていただきます。

【大会参加にあたっての注意事項】



懇親会のご案内



〒770-0862　徳島県徳島市城東町 2 丁目 7-9
TAOKA こころの医療センター内
第３８回中四国精神保健福祉士大会徳島大会事務局
徳島県精神保健福祉士協会事務局　( 担当：本間 )
TEL：088-622-5556/FAX：088-655-5157
MAIL：tokushimaken.psw.kyoukai@gmail .com

《お問い合わせ先》
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